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コ
ー
ス
の
成
果
発
表
会
を
行
っ

た
。
３
年
生
１０
人
が
、
こ
れ
ま

で
調
理
実
習
の
成
果
を
保
護
者

ら
に
発
表
。
そ
れ
ぞ
れ
、
自
分

が
決
め
た
メ
ニ
ュ
ー
で
３
品
以

上
の
料
理
を
振
る
舞
い
、
感
謝

の
気
持
ち
を
表
現
し
た
。

同
コ
ー
ス
で
は
、
１
年
目
に

調
理
理
論
を
学
び
、
２
年
目
か

ら
は
本
格
的
な
実
習
に
移
行
。

乗
船
実
習
に
も
帯
同
し
、
船
内

調
理
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。
卒

業
時
に
は
調
理
師
免
許
を
取
得

で
き
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
な
っ

て
い
る
。

成
果
発
表
会
は
、
毎
年
行
っ

　　

附
属
釧
路
中
で
市
立
中
教
諭
が
授
業

４

実
践
検
証
し
ス
キ

実
践
検
証
し
ス
キ
ル
向
上

互
い
に
切
瑳
琢
磨
で
き
る
研
修
に

（第三種郵便物認可）

　

Ｒ釧
路
発
Ｍ
道
教
育
大
学
附

属
釧
路
中
学
校
（早
勢
裕
明
校

長
）
は
１１
～
１２
月
に
か
け
、
地

域
連
携
研
修
・附
属
釧
路
中
学

校
を
活
用
し
た
教
員
研
修
を
実

施
し
た
。
釧
路
市
立
中
学
校
の
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，ドントー

州議
数
学
教
諭
と
の
連
携
事
業
と
し

て
全
４
回
実
施
。
各
回
１
人
の

教
諭
が
附
属
釧
路
中
を
訪
れ
、

同
一内
容
の
授
業
を
１
日
２
～

３
回
実
践
。
授
業
の
合
間
に
検

討
を
行
い
な
が
ら
、
ス
キ
ル
向

鰹
上
を
図
っ
た
。

　　　

附
属
釧
路
中
は
、
道

　　

東
地
区
教
育
実
践
研
究

－＊
三
デー支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て

奮餅唖響、
の
役
割
を
担
っ
て
お

る
。
１０
月
に
は
オ
ホ
ー

ツ
ク
管
内
の
中
学
校
か

事
後
検
討
を
行
う
教
一

諭
ら

ら
社
会
科
と
数
学
科
の
教
諭
２

人
が
研
修
に
参
加
す
る
な
ど
、

道
東
全
体
の
教
育
発
展
に
寄
与

し
て
い
る
。

　　　

‐

１１
月
か
ら
始
ま
っ
た
今
回
の

教
員
研
修
に
は
、
釧
路
市
立
春

採
中
学
校
の
大
内
拓
哉
教
諭
、

桜
が
丘
中
学
校
の
松
永
悠
佑
教

諭
、
大
楽
毛
中
学
校
の
下
山
智

之
教
諭
と
藤
村
弥
的
教
諭
が
そ

れ
ぞ
れ
参
加
し
た
。

　

．

こ
の
う
ち
、
１０
日
の
３
回
目

に
は
松
永
教
諭
が
附
属
釧
路
中

を
訪
問
。
２
年
生
２
ク
ラ
ス
で

同
じ
内
容
の
授
業
を
行
っ
た
。

１
回
目
の
授
業
が
終
わ
っ
た

あ
と
、
附
属
釧
路
中
の
数
学
科

教
諭
と
意
見
交
換
。
課
題
提

示
、
板
書
、
振
り
返
り
な
ど
授

業
ス
キ
ル
の
向
上
を
目
指
し
話

し
合
っ
た
。
２
回
目
の
授
業
で

は
、
意
見
交
換
で
の
指
摘
を
意

識
し
な
が
ら
指
導
し
た
。
こ
の

あ
と
も
、
さ
ら
な
る
授
業
改
善

を
目
指
し
て
事
後
検
討
を
行
っ

た
。松
永
教
諭
は
「授
業
で
の
課

題
が
浮
き
彫
り
に
な
り
、
改
善

の
ポ
イ
ン
ト
が
明
確
に
な
っ

た
。
自
校
で
の
授
業
改
善
や
研

修
に
生
か
し
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
た
。

附
属
釧
路
中
の
赤
本
純
基
教

諭
は
「本
校
に
と
っ
て
も
実
践

検
証
が
で
き
る
な
ど
、
互
い
に

切
瑳
琢
磨
で
き
る
よ
う
な
研
修

に
し
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

偽

　

厚
岸
潮
洋
高
調
理
師
コ
＝
ス

通

料
理
振
る
舞
い
謝
意
伝
え

３
年
生
輸
入
成
果
発
表
会

て
い
る
同
コ
ー
ス
の
伝
統
行

事
。
こ
と
し
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
た
め
、

人
数
を
制
限
し
て
の
開
催
と

な
っ
た
。
こ
の
日
の
メ
ニ
ュ
ー

は
、
生
徒
自
身
が
考
案
。
材
料

農噂
デ

　

ー

　

　

　

　
　　　

費
３
０
０
０
円
以
内
で
３
品
以

上
調
理
す
る
の
が
条
件
と
な
っ

て
い
る
。

　

こ
の
日
、
生
徒
た
ち
は
朝
早

く
か
ら
登
校
し
、
事
前
に
用
意

し
て
あ
っ
た
食
材
の
調
理
を
開

始
。
放
課
後
に
試
作
を
重
ね
て

き
た
成
果
を
発
揮
し
よ
う
と
、

真
剣
な
表
情
で
作
業
し
た
。

　

全
員
の
料
理
が
出
来
上
が

り
、
会
議
室
で
試
食
会
を
開

誓
議
著
．
催
。
肉
じ
ゃ
が
、
白
身

　　

魚
の
ム
ニ
エ
ル
、
エ
ビ

料
理
を
取
り
分
け
る
一

　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　

ー

　　　　　

ー

道
教
委
授
業
改
善
推
進
チ
ー
ム
活
用
事
業

目
指
す
児
童
像
見
え
る
化

釧
路
で
ブ
圃
ツ
ケ
別
研
修
会

【釧
路
発
Ｍ道
教
委
は
１１
日
、

釧
路
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で

授
業
改
善
推
進
チ
ー
ム
活
用
事

業
ブ
ロ
ッ
ク
別
研
修
会
を
開
催

し
た
。
十
勝
◎釧
路
◎根
室
管

内
の
授
業
改
善
推
進
教
員
１７
人

が
参
加
。
推
進
教
員
チ
ー
ム
が

各
学
校
で
進
め
て
き
た
実
践
の

発
表
や
協
議
を
行
い
、
情
報
共

有
し
た
。

事
業
は
、
小
◎中
学
校
を
対

象
に
、
複
数
の
教
員
が
１
チ
ー

ム
と
な
って
配
置
校
や
連
携
校

に
勤
務
し
、
地
域
全
体
の
授
業

改
善
を
目
指
す
も
の
。

こ
の
日
の
研
修
会
は
釧
路
教

育
局
が
主
管
。
小
学
校
対
象
で

は
、
帯
広
市
、
音
更
町
、
芽
室

町
、釧
路
市
、根
室
市
の
５
チ
ー

地
元
企
業
経
営
者
招
き
興
部
高

チ
ー
ズ
づ
《
り
を
体
験

２
年
生
が
地
域
産
業
理
解

　

Ｒ網
走
発
軸
興
部
高
校
（大

橋
一夫
校
長
）
は
８
日
、
興
部

町
内
で
乳
製
品
の
製
造
◎販
売

な
ど
を
行
う
ノ
Ｊ
ス
プ
レ
イ
ン

フ
ァ
ー
ム
㈱
の
吉
田
年
成
副
社

長
を
講
師
に
迎
え
、
同
校
で

チ
ー
ズ
づ
く
り
に
関
す
る
講
座

を
開
い
た
。
２
年
生
１７
人
が
参

加
し
、
チ
ー
ズ
づ
く
り
を
体

験
。
地
域
の
産
業
◎酪
農
な
ど

に
関
す
る
理
解
を
深
め
た
。

取
組
は
、
同
校
と
の
道
立
学

校
間
連
携
で
週
２
時
間
、
家
庭

科
を
指
導
し
て
い
る
雄
武
高
校

の
荒
谷
祐
子
教
諭
が
同
社
に
依

頼
し
て
実
現
し
た
も
の
。

は
じ
め
に
生
徒
た
ち
は
、
同

社
の
エ
サ
づ
く
り
か
ら
製
品
づ

く
り
を
手
掛
け
る
循
環
型
酪
農

に
つ
い
て
学
び
、
そ
の
取
組
が

Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
（持
続
可
能
な
開
発

目
標
）
に
当
て
は
ま
る
こ
と
を

確
認
し
た
。

つ
ぎ
に
、
吉
田
副
社
長
が
、

「お
こ
っ
ぺ
牛
乳
」
が
チ
ー
ズ

と
な
る
こ
と
で
保
存
食
と
し
て

の
役
割
を
担
う
重
要
性
な
ど
を

説
明
。
そ
れ
を
踏
ま
え
、
モ
ッ

ツ
ァ
レ
ラ
チ
ー
ズ
づ
く
り
を
開

始
し
た
。

酵
素
に
よ
っ
て
固
ま
っ
た
牛

乳
の
塊
を
湯
に
漬
け
、
二
重
に

装
着
し
た
ゴ
ム
手
袋
で
表
面
が

滑
ら
か
に
な
る
よ
う
伸
ば
し
な

が
ら
成
形
。
切
り
離
し
た
あ

と
、
冷
た
い
水
に
つ
け
て
完
成

さ
せ
た
。

生
徒
た
ち
は
「酵
素
の
量
に

よ
っ
て
発
酵
具
合
が
変
わ
る
」

「チ
ー
ズ
づ
く
り
に
は
温
度
が

重
要
」
「チ
ー
ズ
の
固
さ
や
形

を
ま
ね
る
の
が
大
変
だ
っ
た
」

　雪三島謝
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ム
、
中
学
校
対
象
で
は
釧
路
市

チ
ー
ム
が
参
加
し
た
。

実
践
発
表
で
は
、
９
◎
１０
月

に
開
い
た
全
道
研
修
会
で
協
議

し
た
「チ
ー
ム
に
お
け
る
今
後

の
取
組
」
に
関
連
し
た
実
践
を

紹
介
。
ス
ラ
イ
ド
や
授
業
動
画

な
ど
を
用
い
な
が
ら
、
各
チ
ー

ム
が
ど
の
よ
う
に
指
導
助
言
し

て
き
た
か
を
説
明
し
た
。

う
ち
、
帯
広
市
チ
ー
ム
は
、

デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の
甜

的
な
使
い
方
を
伝
え
た
こ
し

紹
介
。
「既
存
の
も
の
を
グ

使
う
か
を
伝
え
て
き

た
。
今
後
も
我
々
自
身

榔きざ

　　　　　　　　　　

話
し
た
。

　　　　

雛

根
室
市
チ
ー
ム
は
、
ー

「授
業
で
目
指
す
児
童
贈．

　　
　　

ち
合
わ
せ
で
「子
ど
も

一
護
賂ー

に
身
に
付
け
さ
せ
た
い

力
」
や
「同
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
か
の
評

【水曜園】

　　　

Ｒ釧
路
発
』
釧
路
教
育
局
は

　

藤
本
星
波
さ
ん
が
最
優
秀
賞
を

　

取
っ
た
。
最
優
秀
賞
を
受
賞
し

も
の
に
な
り
、
裏
切
ら
な
い
と

　

標
語
「傷
痕
は

　

目
に
は
見

　　

１

　

４
日
、
弟
子
屈
高
校
を
訪
問

受
賞
。
２
年
の
樋
川
さ
ん
も
奨

た
藤
本
さ
ん
は
欠
席
し
た
が
、

の
思
い
を
言
葉
に
し
た
」
と
説

え
な
か

と
こ
ろ
に
も
」
で
受

一醸

　

し
、
北
海
道
学
び
推
進
月
間
標

励
賞
に
輝
い
た
・ま
た
＼同
メ
ッ
翌
日
、
慣
村
隆
康
校
長
か
ら
表

明
。
今
後
の
学
校
生
活
で
も
積

賞
し
た
工
藤
さ
ん
は
「経
験
し

鑓種

　

。
）

や，
洋

　　　

ツ

　

ー

　

ｌ
ｗ

　　　

ー
レ
票
口

　

部

　

犬
を

　

け
又
っ
た
。

　　　

極
的
に
学
ん
で
い
く
決
意
を
新

　

た
わ
け
で
は
な
い
が
、
い
じ
め

令和

　

２

　

年１２月１６回

語
お
よ
び
辞
づ
く
り
メ
ッ
セ
ー

　

セ
ー
ジ
コ
ン
ク
ー
ル
標
語
の
部

　

彰
状
を
受
け
取
っ
た
。

　　　

擬

ジ
コ
ン
ク
ー
ル
標
語
部
門
で
入

に
は
、
管
内
の
小
◎中
◎高
校

　

標
語
「学
び
は
君
を
裏
切
ら

秀

選
し
た
生
徒
３
人
に
表
彰
状
を
緩
が
応
募
。
計
６
６
９
作
品
な
い
」
で
受
賞
し
た
樋
川
さ
ん
欄

贈
だ
川
端
馨
局
長
が
受

　

学
び
推
進
月
聞
標
語
憲

ス
選

　　　

纏

賞
生
徒
に
表
彰
状
を
手
渡
し
、

弟
子
屈
高
生
３
人
た
た
え

そ
の
栄
誉
を
た
た
え
た
。
標
語

で
奨
励
賞
に
輝
い
た
樋
川
結
稀

釧
路
局
が
表
彰
状
授
与

さ
ん
は
「苦
手
な
こ
と
も
積
極

的
に
学
ぶ
機
会
を
つ
く
り
た

の
中
か
ら
１
年
の
工
藤
芽
衣
さ

は
・
作
品
に
つ
い
て
薮
学
が
闘

い
」
と
抱
負
を
語
っ
て
い
た
。

ん
が
奨
励
賞
に
選
ば
れ
た
。

道学び推進月間標語に
この日は、釧路局から川
搬紳続か枇鋤動機に蝋鋒の
嚇

は
、
釧
路
管
内
の
小
◎中
る高

端
局
長
ら
３
人
が
同
校
を
訪

と
を
先
生
か
ら
教
え
て
も
ら
由

校
１
３
４
校
が
応
募
。
多
く
の

　

間
。
樋
川
さ
ん
と
工
藤
さ
ん
が

　

い
、
職
場
体
験
で
も
実
感
し
ー

作
品
の
中
か
ら
、
同
校
１
年
の

　

川
端
局
長
か
ら
表
彰
状
を
受
け

た
。
学
ん
で
得
た
力
は
自
分
の
『絡
－薫
誰謙
一認
識
キー

ら
れ
た
人
は
、
目
に
は
見
え
な

璽
罰
ぃ
言
葉
の
傷
の
方
が
大

響
瞬識
き
の
で
は
な
い
か
と

　

麟
思
っ
た
」と
説
明
。
「私

　

樽
は
ほ
か
の
人
の
気
持
ち

　　　
　
　

獅鰹繕
い
」
と
話
し
て
い
た
。

譲
受
賞
し
た
樋
川
さ
ん
一

艶饗

（左
か
ら
２
人
目
）
一

‐譜－－
と
工
藤
さ
ん
（同
３
一

１ー
ー
人
目
）

会
報
鰯
署
ソ
発
刊

札
幌
北
支
部
長
寄
稿

道
退
職
校
長
会
（黒
坂
由
紀

子
会
長
）
は
、
退
職
校
長
会
だ

よ
り
『会
報
』
第
２
３
５
号
を

発
刊
し
た
。
札
幌
北
支
部
の
塩

谷
隆
美
支
部
長
が
「会
員
の
相

互
理
解
を
深
め
、
結
束
を
～
現

場
の
教
職
員
に
エ
ー
ル
を
お
く

る
／
」
と
題
し
て
一文
。
１０
月

３０
日
に
ホ
テ
ル
ラ
イ
フ
オ
ー
ト

札
幌
で
開
催
し
た
北
海
道
教
育

の
日
第
１３
回
制
定
記
念
行
事
の

価
規
準
」
等
を
明
確
化

と
な
ど
を
説
明
し
た
。

ほ
か
の
チ
ー
ム
も

チ
ー
ム
通
信
』
を
発
行

教
員
の
良
い
と
こ
ろ
か

た
こ
と
や
、
学
級
間
の

さ
く
す
る
た
め
に
効

チ
ー
ム
◎テ
ィ
ー
チ
ン

め
方
を
広
め
た
こ
と
方

え
た
。
引
き
続
き
、
協
議
お

配
置
校
に
お
け
る
取
組

て
情
報
交
流
。
効
果
的

の
進
め
方
に
つ
い
て
稽

意
見
交
換
し
た
。

道
東
３
管
内
か
ら
推
進
教
員

が
参
加な

ど
と
述
べ
、
地
域
の

あ
る
チ
ー
ズ
づ
く
り
の

に
ふ
れ
た
。

こ
の
あ
と
、
完
成
Ｌ

ズ
を
使
っ
て
ピ
ザ
を
認

食
し
た
生
徒
た
ち
は
「

ち
で
つ
く
っ
た
ピ
ザ
は

ぃ
」
「店
に
出
せ
る
」

堪
能
し
た
。

吉
田
副
社
長
は
「生

　　　き…
が
チ
ー

て
次
第
に

も
つ
様
一

わ
っ
て

チ
ー
ズ
を

地
域
理
解

て
、
ま
秀

た
い
」と
】

つ
く
り
古

明
を
受
什

徒
た
ち

道
退
職
校
長
会

　

掲
載
し
て
い
る
。

概
要
や
へ
道
教
育
大
学

学
院
旭
川
校
の
北
村
義

教
授
に
よ
る
記
念
講
演

市
立
較
の
児
童

３
人
が
コ
園
ナ
北
見
市

Ｒ網
走
発
Ｍ北
見
市
約

市
立
学
校
に
通
う
児
音

生
徒
１
人
が
新
型
コ
［

ル
ス
感
染
症
の
Ｐ
Ｃ
Ｐ

結
果
、
陽
性
と
判
明
Ｌ

を
発
表
し
た
。
当
該
旅

す
１７
日
ま
で
臨
時
休
堂

い
る
。


